令和元年度　高等学校農業教育に関する実態調査について（依頼）

全国高等学校農場協会振興局

１　調査目的
　この調査は、全国すべての農業関係高等学校を対象として、高等学校農業教育の現状と課題を明らかにし、国および都道府県に対する緊急に改善すべき具体的要望事項の裏付けとなる資料を提供するためのものです。

２　対　象
　農業関係学科を設置しているすべての高等学校

３　実施手順
　お手数をおかけいたしますが、各都道府県の全国理事の方は、次の手順で各校への配布及び回収・集約・提出をお願いいたします。

1 設問および回答シートは全国理事が全国高等学校農場協会ホームページ(http://www.zenkono.jp/)
からダウンロードし、メール等で各都道府県内すべての農業関係高校に配布する。

2 各校は、回答シートのうち自校の欄に必要事項を入力し、各都道府県の全国理事にメール等で送付する。各都道府県内全校回収期限：７月31日（水）

3 全国理事は、各都道府県内すべての農業関係高校から寄せられたデータを1つの回答シートに集約（コピー）して保存し、全国高等学校農場協会へメール等で送付する。事務局提出期限：８月14日（水）
（提出先：全国高等学校農場協会事務局メールアドレス　koho@nojokyokai.or.jp　）

４　その他
　不明の点は、全国高等学校農場協会事務局までメール等でお問い合わせください。


＜設問1＞　実験実習費に関する調査

Ⅰ　収入を伴う実験・実習費の調査
１　校種
ア　農業単独校
　　イ　農業学科と他の学科の併設
　　ウ　総合学科
　　エ　その他（　　　　　）

２　学校の農業関係学科の生徒数はどれくらいですか。総合学科の場合は農業科目を履修している生徒数を記入してください。また、定員数も教えて下さい。
・３学年合計の在籍生徒数（　　　　）名　・３学年合計の定員数（　　　　）名

３　平成30年度の農場売上金額をお答えください。　（　　　　　　　　　　）円

４　その中で最も収入の多い分野はどこですか。
ア　野菜関係　　イ　草花関係　　ウ　果樹関係　　エ　畜産関係　　オ　食品関係　
カ　お茶関係　　キ　水稲関係　　ク　その他（　　　　　）

５　平成30年度の農場支出金額をお答えください。　（　　　　　　　　　　）円

６　支出金額は売上金額の何％ぐらいを目安にしていますか。
ア　90％未満　　　イ　90％以上～100％未満　　　ウ　100％（同額）　　エ　100％を超える

７　農場全体の共通経費として、どのような費目を計上していますか。（複数回答可）
ア　水道代　　イ　ガス代　　ウ　電気代　　エ　暖房費　　オ　修繕費　　カ　農薬費　
キ　共済費　　ク　その他（　　　　　　　　　）

８　農場共通経費に関しての御意見がありましたらお書きください。
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

９　農場売上金額が予定額を上回った場合、当年度予算に増額して分配されますか。
ア　上回った金額が分配される。
イ　上回っても影響はない。
ウ　その他（　　　　　　　　　　　）

10　農場売上金額が予定額を上回った場合、次年度予算に増額して分配されますか。
ア　上回った金額が分配される。
イ　上回っても影響はない。
ウ　その他（　　　　　　　　　　　）

Ⅱ　収入を伴わない実験・実習費の調査
１　農業単独校のみ、お答えください。
（１）農業科の実験・実習費の総額はいくらですか。　　総額（　　　　　　　　）円

（２）そのうち生産を伴う学科と伴わない学科の生徒一人当たりを比較すると、
ア　生産を伴う学科の方が多い。
イ　生産を伴わない学科の方が多い。
ウ　学科に関係なく同一

（３）分配基準について
ア　生徒数が分配基準である。
イ　学科数が分配基準である。
ウ　分配基準は特にない。

２　併設校及び総合学科校のみ、お答えください。
（１）農業に関する実験・実習費の総額はいくらですか。　　　総額（　　　　　　　　）円

（２）農業に関する学科と農業科の以外の生徒一人当たりを比較すると、
ア　農業に関する学科の方が多い。
イ　農業科の以外の方が多い。
ウ　学科に関係なく同一

（３）分配基準について
ア　生徒数が分配基準である。
イ　学科数が分配基準である。
ウ　分配基準は特にない。

Ⅲ　全国理事校のみ、収入を伴わない実験実習費についての質問にお答えください。
（※アンケートの目的：実験実習費は、生徒1人当たりの算定額を根拠に一般財源化し、地方交付税交付金として措置がされている。しかし、多くの地方公共団体においては、根拠額を大幅に下回って予算化されている状況である。そこで本会は総務省が積算する標準的な実験実習費が適正に配付されることを要望するために、現状を把握することにした。）

　１　貴校のある都道府県名をお答えください。　　（　　　　　　　　　　）

２　貴校の学校名をお答えください。　　　　　　（　　　　　　　　　　）

３　各都道府県から配付される貴校への標準実験実習費の金額をお答えください。（　　　　　　　　　）円

　４　貴校のクラス数（３学年合計で）をお答えください。　（　　　　）クラス

　５　１クラスの定員数をお答えください。　（　　　　　　）人


＜設問２＞　農場基盤及び施設・設備の整備に関する調査

Ⅰ　農場基盤整備に関すること
農場基盤とは、農道、圃場区画、圃場の排水、土壌改良、農場全体の排水路、灌漑設備等です。
１　今の貴校の農場面積は、学科構成や生徒数に照らして適正ですか。
　　ア　適正　　　　イ　ほぼ適正　　　　ウ　大きすぎる　　　エ　小さすぎる
　　
２　貴校で農場基盤の整備を必要としていますか。
　　ア　必要としている　　イ　必要ない
　
　３　ア　必要としていると回答した場合はどのような整備を必要としているかお答えください。（複数可）
　ア　圃場や農場の排水関係
　イ　灌漑設備
　ウ　土壌・土質の改良
　エ　圃場の区画整備
　オ　農道の整備・舗装
　カ　農地の整備・統合
　キ　その他

４　貴校で、平成30年度に実施された農場基盤整備に関する事業がありましたらお答えください。（複数可）
　ア　圃場や農場の排水関係
　イ　灌漑設備
　ウ　土壌・土質の改良
　エ　圃場の区画整備
　オ　農道の整備・舗装
　カ　農地の整備・統合
　キ　その他

Ⅱ　施設・設備の整備に関すること（※施設・設備には、施設・設備に備えられる備品を含むこととする。）
１　貴校で農業教育に関する施設・設備は、十分に整備されていますか。
　　　ア　十分に整備されている
イ　ほぼ整備されている
ウ　やや不十分である
エ　かなり不十分である

２　施設・設備の整備が不十分であると回答した場合（ウ・エと回答をした場合）の理由を、次のうちから選んでください。該当項目が複数ある場合はすべて選んでください。
　ア　新しい技術や指導内容に対応した施設・設備の整備が不十分である。
　　イ　施設・設備が老朽化しているにもかかわらず、更新が十分にできない。
　ウ　学科再編等に伴う施設・設備の整備が不十分である。
　エ　その他
　
３　施設・設備の整備が不十分であると回答した場合（ウ・エと回答をした場合）、整備計画がありますか。
　　ア　整備計画がある
　　　イ　整備計画はない
　　　ウ　作成中である
  
　４　3のイ　整備計画はないと回答した場合、その理由をお答えください。
　　　ア　学校・学科再編等で見通しが立たない。
　　　イ　必要性は感じているが計画を立てていない。
　　　ウ　その他

５　２のアに回答した場合、新しい技術や指導内容に対応した施設として貴校で最も必要と思われるものは何か、具体例を一つあげてください。例：６次産業化に関する研究活動に必要な食品加工施設
  
６　２のイに回答した場合、下記の施設・設備の現況について、具体的にどのような状態か、また取得した年代はいつかを下記の記号でご記入ください。
　※「取得した年代」とは、現在使用している施設・設備が学校に設置及び導入された年代です。該当物品が複数ある場合は、現在使用中のもので最も古い物品の取得した年代をご記入ください。
　（１）農場管理室などの管理棟　　　　　　　　　（２）資材運搬及び生徒輸送に関する一般車両
（３）大型の農業機械・重機類　　　　　　　　　（４）生物生産に関わる実験室と関連設備
　（５）園芸作物栽培用の温室と関連設備　　　　　（６）収穫物等の調製室・資材庫など
　（７）畜舎と関連施設・設備　　　　　　　　　　（８）バイオテクノロジー関連施設・設備
　（９）食品・微生物関連実験設備　　　　　　　　（10）食品製造・加工に関する施設・設備
　（11）農業土木関連施設・設備　　　　　　　　　（12）造園関連施設・設備
　（13）パソコン室の施設・設備　　　　　　　　　（14）生物活用の指導に関する施設・設備
　（15）グリーンライフの指導に関する施設・設備　（16）環境に関わる学習に関する施設・設備
	状態　ア：使用不可　　イ：使用できるが安全性に問題がある　　ウ：使用できるが衛生上問題がある
　エ：使用できるが利便性に問題がある　オ：使用上問題はない

	年代　ア：1950年代まで（昭和34年度まで）　　　イ：1960年代（昭和35年度～昭和44年年度）
　ウ：1970年代（昭和45年度～昭和54年度） エ：1980年代（昭和55年度～平成元年度）
　オ：1990年代（平成２年度～平成11年度）　カ：2000年代（平成12年度～平成21年度）
　キ：2010年代（平成22年度～平成30年度）



７　貴校で現在、整備や更新を考えている施設・設備があれば、下のア～チから選び、優先順に5つ以内でお答えください。

８　貴校で平成30年度に整備された主な施設・設備（備品）があれば、下のア～チからお選びください。（複数可）

　ア　農場管理室などの管理棟
　イ　資材運搬及び生徒輸送に関する一般車両
ウ　大型の農業機械・重機類
　エ　生物生産に関わる実験室と関連設備
　オ　園芸作物栽培用の温室と関連設備
　カ　収穫物等の調製室・資材庫など
　キ　畜舎と関連施設・設備
　ク　バイオテクノロジー関連施設・設備
　ケ　食品・微生物関連実験設備
　コ　食品製造・加工に関する施設・設備
　サ　農業土木関連施設・設備
　シ　造園関連施設・設備
　ス　パソコン室の施設・設備
　セ　生物活用の指導に関する施設・設備
　ソ　グリーンライフの指導に関する施設・設備
　タ　環境に関わる学習に関する施設・設備
　チ　その他

　９　貴校での環境に配慮した農場施設の導入について、下記から選んで記号を記入してください。
　①　太陽光発電施設（ア・導入済み　イ・導入希望あり　ウ・検討中　エ・希望なし）
　②　風力発電施設（ア・導入済み　イ・導入希望あり　ウ・検討中　エ・希望なし）
　③　水力発電施設（ア・導入済み　イ・導入希望あり　ウ・検討中　エ・希望なし）
4  地熱冷暖房システム（ア・導入済み　イ・導入希望あり　ウ・検討中　エ・希望なし）
⑤　バイオ利用エネルギ―施設（堆肥化、メタン発酵、バイオエタノール、バイオディーゼル等）
（ア・導入済み　イ・導入希望あり　ウ・検討中　エ・希望なし）
⑥　次世代施設園芸導入加速化支援事業（植物工場など）
（ア・導入済み　イ・導入希望あり　ウ・検討中　エ・希望なし）


＜設問3＞　実習助手の実習教諭免許取得に関する調査

Ⅰ　調査対象者に関すること
１　実習教諭・実習助手等、実習に携わる職員の配置があるか、○×を選択してお答えください。
　　　ア　ある → ○　　　　　イ　ない → ×

２　１の問いで ア と答えた学校では、実習に携わる職員は何人いるか、年代別にお答えください。
　ア　実習教諭　　計（　　　　）人　　　　　ア－１　１０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア－２　２０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア－３　３０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア－４　４０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア－５　５０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア－６　６０代職員　　（　　　　）人
　イ　実習助手　　計（　　　　）人　　　　　イ－１　１０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ－２　２０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ－３　３０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ－４　４０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ－５　５０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ－６　６０代職員　　（　　　　）人
　ウ　期限付等　　計（　　　　）人　　　　　ウ－１　１０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ－２　２０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ－３　３０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ－４　４０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ－５　５０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ－６　６０代職員　　（　　　　）人
　　　エ　再 任 用　　計（　　　　）人　　　　　エ－１　６０代職員　　（　　　　）人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ－２　その他　　　　（　　　　）人

　３　２の ア 実習教諭の中で、高校一種免許状（実習）を取得した職員が何人いるかお答えください。
　　　ア　実習教諭　　　（　　　　）人

　４　２の ア 実習教諭の中で、平成３０年度までに実習助手から任用替えした職員が何人いるかお答えください。
　　　ア　実習教諭　　　（　　　　）人

５　２の ア 及び イ の職員の中で、免許認定講習の受講を希望する職員が何人いるか、年代別にお答えください。
　ア　１０代職員　　（　　　　）人
　イ　２０代職員　　（　　　　）人
　ウ　３０代職員　　（　　　　）人
　エ　４０代職員　　（　　　　）人
　オ　５０代職員　　（　　　　）人

Ⅱ　修得単位に関すること
１　農業関係科目（必修４単位）の修得単位数を、修得した単位数ごとの人数をお答えください。
　　　ア　４単位　　　　（　　　　）人
　　　イ　３単位　　　　（　　　　）人
　　　ウ　２単位　　　　（　　　　）人
エ　１単位　　　　（　　　　）人
オ　０単位　　　　（　　　　）人

２　職業指導（必修１単位）の修得単位数ごとの人数をお答えください。
　　　ア　１単位　　　　（　　　　）人
　　　イ　０単位　　　　（　　　　）人

３　教育の基礎理論に関する科目の修得単位数ごとの人数をお答えください。
　　　ア　３単位　　　　（　　　　）人
　　　イ　２単位　　　　（　　　　）人
　　　ウ　１単位　　　　（　　　　）人
　　　エ　０単位　　　　（　　　　）人

４　教育課程や指導法、生徒指導、教育相談、進路指導に関する科目の修得単位数ごとの人数をお答えください。
　　　ア　５単位　　　　（　　　　）人
　　　イ　４単位　　　　（　　　　）人
　　　ウ　３単位　　　　（　　　　）人
　　　エ　２単位　　　　（　　　　）人
　　　オ　１単位　　　　（　　　　）人
　　　カ　０単位　　　　（　　　　）人

５　平成３０年度に実施された東京農業大学または酪農学園大学の認定講習会に参加した人数をお答えください。
　ア　東京農業大学　（　　　　）人
　イ　酪農学園大学　（　　　　）人

Ⅲ　全国理事にお尋ねします。
実習教諭又は実習助手に関する規程として、各都道府県独自の規程がありましたらお答えください。

（例）
・採用になった時点で職名は「実習教諭」である。
・退職するまで職名は「実習助手」である。
・実習教諭になるためには、認定講習にて単位を取得した後に試験を受けて合格しなければならない。


＜設問4＞　ＧＡＰ認証等に関する調査

（※アンケートの目的：我が国の農業は、食料生産はもとより国土や環境の保全などの多面的な機能を有する重要な産業であります。現在、農産物市場は、国内需要に加えて世界需要も視野に入れた農業生産へと意識の転換が求められています。特に競争力強化を図るため、規格・認証・知財について戦略的に進めるＧＡＰの導入が有効とされています。農業関連高校には、日本農業の進むべき方向性を鋭く捉え、グローバル化に対応したすぐれた専門性を備えた産業人を育成、食品安全、環境保全、労働安全等持続可能な農業への取組が求められています。本アンケートは、各校におけるＧＡＰの取組状況を調査し、全国の農業関係高等学校の現状を把握するともに推進上の課題や解決に向け、関係機関への要請活動の資料とすることを目的として実施します。）

※今年度の取組について御回答ください。
１　設置学科
（１）農業科のみ
（２）農業科と農業科以外の他学科の併設校
（３）総合学科のみ
　
２　ＧＡＰ（農業生産工程管理）認証の取組について　
（１）各校の取組について
① 認証している。　→□１へ
　　② 認証の申請中。→■２へ
　　③ 認証しない又は目途が立っていない。→▲３へ
□１　認証している学校の回答内容



　　　　１）認証の種類
　　　　　①ＧＬＯＢＡＬＧ．Ａ．Ｐ
　　　　　②アジアＧ．Ａ．Ｐ
　　　　　③ＪＧＡＰ
④都道府県ＧＡＰ

　　　　２）次期更新の予定
　　　　　①あり　②なし　③検討中

　　　　３）２）①（更新あり）の費用の目途
　　　　　①公費（都道府県別途予算等）で支出　②公費（学校予算）　③その他

　　　　４）更新時に係るおおよその費用
　　　　　　（　　　　　）万円

　　　　３　へ
■２　認証の申請中を選択した学校の回答内容



　　　　１）認証予定の種類
①ＧＬＯＢＡＬＧ．Ａ．Ｐ
②アジアＧ．Ａ．Ｐ
③ＪＧＡＰ
④都道府県ＧＡＰ

２）認証予定の品目数
1 １　②２　③３　④４以上

３）取得予定年度
①平成31・令和元年度　②令和２年度
　　　　４）取得にかかる費用の負担先
　　　　　　①公費（都道府県別途予算等）で支出　②公費（学校予算）　③その他

　　　　５）取得に係る費用
　　　　　　（　　　　　）万円

　　　３　へ

▲３　認証しない又は目途が立っていないを選択した学校の回答内容



1） 取得しない最も大きな理由（一つのみお答えください）
1 認証に係る費用。
2 施設・設備。
3 設置学科における教育課程。
4 その他

▲３を選んだ学校は、４　へ

　３　ＧＡＰ（農業生産工程管理）認証に伴う施設・設備費の改修状況及び配布額について

（１）認証に伴い、別途特別に配付された施設・設備等の改修費用について
① 温室・ガラス室・ビニールハウス　
② 公用車・トラクター類
③ 教室・実習室、畜舎、加工室等の増改修
④ ボイラー、クリーンベンチ等
⑤ 廃棄・処分料
⑥ なし

　　　（２）（１）に伴うおおよその金額
　　　　　　（　　　　　）万円

４　ＧＡＰ取得に関して、本協会に要望等がありましたら御記入ください。


＜設問５＞　生徒及び農業科教員の海外農業実習・研修に関する調査

設問ごとに回答用紙の記号を１つ選び、○をつけてください。
「その他」等を選ぶ場合は（　）の中にご記入ください。

Ⅰ　学校について
１．貴校の校種を記号でお答えください。
ア　農業単独校
イ　併設校
ウ　総合学科
エ　その他（　　　　　　　　）

Ⅱ　令和元年度、生徒が参加する海外農業実習はありますか。　
ア　ある
イ　ない

Ⅲ　どのような海外農業実習ですか、名称・国名、内容等を答えてください。
　１.名称（　　　　　　　　　）
２.国名（地域）（　　　　　　　　　）
３.内容　ア　農場・施設見学
イ　農業実習・体験（※ファームステイ含む）
ウ　交流・留学
エ　調査・研究
オ　その他（　　　　　　　　　　）

Ⅳ　各校における生徒の海外農業実習の実態について
１．貴校において平成３０年度に海外農業実習に参加した生徒はいますか。
ア　いる
イ　いない
　
ア（いる）と回答した学校は以下の２～１３の設問に回答してください。
イ（いない）と回答した学校は以下の１４、１５の設問に回答してください。

ア（いる）と回答した学校のみお答えください
２．平成３０年度、貴校において海外農業実習に参加した生徒の人数をそれぞれお答えください。
1 １年生　（　　　）名
2 ２年生　（　　　）名　
3 ３年生　（　　　）名
4 その他　（　　　）名

３．貴校生徒が参加した海外農業実習の実施国名あるいは地域名をお答えください。※複数可
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．貴校生徒が参加した海外農業実習の実習日数及び時期をお答えください。
　　①（　　　　）日間
　　②実習時期　ア　春季休業中
イ　夏季休業中
ウ　冬季休業中
エ　その他（　　　　　　　　　　）

　５. 貴校生徒が参加した海外農業実習の内容をお答えください。　
　　ア　農場・施設見学
イ　農業実習・体験（※ファームステイ含む）
ウ　交流・留学
エ　調査・研究
　オ　その他（　　　　　　　　　　）

６．貴校生徒が参加した海外農業実習の実習日数は十分確保されていますか。
ア　十分に確保されている
イ　ある程度確保されている
ウ　あまり確保されていない
エ　まったく確保されていない
オ　その他（　　　　　　　　　　）

７．海外農業実習に参加させる際、費用に関してどのような支援（一部支援含む）がありましたか。
　ア　支援なし全て生徒自己負担
イ　都道府県市町村からの支援
ウ　関係省庁からの支援
エ　同窓会・PTAからの支援
[bookmark: _GoBack]オ　その他（　　　　　　　　　）

８．教員の引率はありましたか。
　ア　引率あり
　イ　引率なし
　ウ　その他（　　　　　　　　　　）

９．海外農業実習は生徒に役立つと思いますか。
　ア　十分に役立つ
　イ　どちらかというと役立つ
　ウ　どちらかというと役立たない
　エ　まったく役立たない
　オ　その他（　　　　　　　　　　）

１０．海外農業実習はどのようなメリットがありますか。
　ア　生徒の視野が広がる
　イ　国際理解が深まる
　ウ　国内外の農業事情の理解が深まる
エ　その他（　　　　　　　　　　）

１１．海外農業実習はどのようなデメリットがありますか。
　ア　費用負担に関すること
　イ　生徒の安全に関すること
　ウ　授業時間の確保に関すること
　エ　引率教員の負担に関すること
　オ　その他（　　　　　　　　　　　）

１２．海外農業実習を経験させた後、生徒に変容がありましたか。
　ア　大いに変容があった
　イ　どちらかというと変容があった
　ウ　どちらかというと変容がなかった
　エ　まったく変容がなかった
　オ　その他（　　　　　　　　　　　）

１３．海外農業実習に参加させる際に最も必要だと思うサポートは何ですか。
　ア　海外農業実習のために必要な情報
　イ　渡航前後の手続きに関すること
　ウ　引率教員への配慮
　エ　サポートは特に必要ない
オ　その他（　　　　　　　　　　　）

イ（いない）と回答した学校のみお答えください
１４．貴校ではなぜ海外農業実習に参加した生徒がいないのですか。
　　ア　海外農業実習の機会・情報がなかった
　　イ　海外農業実習の機会があったが、希望者がいなかった
　　ウ　日程調整ができなかった
エ　その他（　　　　　　　　　　　）

１５．貴校では海外農業実習を必要としていますか。
ア　大いに必要としている
イ　どちらかというと必要としている
ウ　どちらかというと必要としていない
エ　まったく必要としていない
オ　その他（　　　　　　　　　　）

Ⅴ　教員の海外研修についてお尋ねします。
１．令和元年度　農業科教員向けの海外研修はありますか。　
ア　ある　　
イ　ない

２．どのような海外研修がありますか。名称と内容を答えてください。
　　①名称（　　　　　　　　　　　）　　　
②内容（　　　　　　　　　　　）

Ⅵ　各校における農業科教職員の海外研修の実態について（平成３０年度）
１．貴校において平成３０年度に海外研修に参加した農業教職員はいますか。
ア　いる
イ　いない

ア（いる）と回答した学校は以下の２～６の設問に回答してください。
イ（いない）と回答した学校は以下の７，８の設問に回答してください。

ア（いる）と回答した学校のみお答えください。
２．貴校農業科職員が参加した海外研修の研修国名あるいは地域名をお答えください。
複数あれば全てお答えください。
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３．貴校農業科教職員が参加した海外研修の研修日数及び参加期間をお答えください。
　　①（　　　）日間
②　ア　春季休業中
イ　夏季休業中
ウ　冬季休業中
エ　その他（　　　　　　　　　　）

４．海外研修に参加する際、どんな支援がありますか。
　ア　費用に関する支援
イ　現地での支援（ガイド、通訳含む）
ウ　渡航に関する支援
エ　特になし
　　オ　その他（　　　　　　　　　　）

５．海外研修における費用負担についてあてはまるものを全てお答えください。
ア　全額援助を受けた
イ　一部援助を受けた
ウ　教員の私費で負担した
　エ　その他（　　　　　　　　）

６．海外研修中の勤務について貴校の対応をお答えください。
ア　特に問題はなかった
イ　代替を依頼した
ウ　その他（　　　　　　　　　　）
	
７．海外研修における必要なサポートがあればお答えください。
　　ア　費用に関すること
イ　研修中の人的補償・日程調整に関すること
ウ　研修地の情報に関すること
エ　その他（　　　　　　　　　　　）

イ（いない）と回答した学校のみお答えください
８．貴校で農業科教員が海外研修に参加しなかった理由があればお答えください。
ア　海外農業実習の機会・情報がなかった
イ　海外農業実習の機会があったが、希望者がいなかった
　ウ　公務多忙により、日程調整ができなかった
エ　海外研修は必要ない
オ　費用負担の面で参加できなかった
カ　その他（　　　　　　　　　　　　）

９．どのような状況であれば海外研修は可能だとお考えですか。
　ア　費用に関すること
イ　校内の人的補償・日程調整に関すること
ウ　研修に関する情報
エ　その他（　　　　　　　　　　　　）


＜設問6＞　各学科の教員配置数に関する調査

　（※アンケートの目的：農業教員は、普通科教員や他の専門教科教員と同様の業務を行う以外に、日々広大な農場の管理を行っており、学校現場の業務が煩雑化する現在、その負担は大変大きく、授業や生徒対応および、教職員の健康にも影響しかねない状況にあります。このような状況を改善し、より良い環境で充実した農業教育が実践されるためには、農業科教職員の負担を軽減することが第一であり、そのための最善策が、教職員数を適正に配置することです。　このアンケートは、農業関係学科における教員配置数の調査を行うことにより、農業教職員の適正配置および待遇改善を実現するための国への要望において活用できる資料とするためのものです。）

　　１．各学科の名称、教員配置をお答え下さい。

２．教員配置に関して特別な措置があれば、お答え下さい。（補正があるなど）


＜設問7＞　特殊勤務手当の支給状況の調査

　（※アンケートの目的：農業は自然と共存し、生物生産を主体として営む産業であるので、特殊性の高い職務です。このような職務であることに対して、特殊勤務手当の支給を要望しています。このアンケートは、農業教育に関する作業において支給される特別手当の支給状況を調査することにより、農業教育の特殊性を明らかにし、農業科教職員の待遇改善を促進するため国への要望に活用できる資料とするためのものです。）

　1．特殊勤務手当の名称と対象となる作業、１回あたりの支給額をお答え下さい。

2．特殊勤務手当の支給はどのようになっていますか。
　ア．支給対象となっている作業について、報告した分だけ満額支給される。
イ．年間の予算が決まっているため、予算額内になるよう職員で調整し要求している。
　　ウ．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３．各校独自の支給がある場合には、お書き下さい。

４．特殊勤務手当についてご意見がありましたらお書き下さい。


＜設問8＞　産業教育手当（産振手当）に関する調査

全国理事のみ、お答えください。

産業教育手当（産振手当）が支給されている場合。ありの欄に○　→　以下の設問をお答えください。
産業教育手当（産振手当）が支給されていない場合。なしの欄に○　→　お答えの必要はありません。

Ⅰ　全日制課程における調査
１　農業に関する学科（農業科・園芸科・畜産科等）の産業教育手当（産振手当）の月額給与額に対する割合（％）または、定額の場合は金額をお答えください。
（１）教諭等　（２）実習助手等　（３）その他の職（職名の記載）

２　農業関連学科（食品科学科・農業土木科等）の産業教育（産振手当）の月額給与額に対する割合（％）または、定額の場合は金額をお答えください。
（１）教諭等　（２）実習助手等　（３）その他の職（職名の記載）

Ⅱ　定時制課程（昼間・夜間）における調査
１　農業に関する学科（農業科・園芸科・畜産科等）の産業教育手当（産振手当）の月額給与額に対する割合（％）または、定額の場合は金額をお答えください。
（１）教諭等　（２）実習助手等　（３）その他の職（職名の記載）

２　農業関連学科（食品科学科・農業土木科等）の産業教育（産振手当）の月額給与額に対する割合（％）または、定額の場合は金額をお答えください。
（１）教諭等　（２）実習助手等　（３）その他の職（職名の記載）

Ⅲ　総合学科における調査
１　総合学科の産業教育（産振手当）の月額給与額に対する割合（％）または、定額の場合は金額をお答えください。
（１）教諭等　（２）実習助手等　（３）その他の職（職名の記載）

※該当するお答えがない場合、「該当なし」とお答えください。
※その他の職とは農務従事員等、関連する職種のある場合のみお答えください。


＜設問9＞　老朽化施設設備の事例報告

【お願い】
1 各校において、現在老朽化いちじるしい施設・設備の事例がありましたら、シートの例を参考に写真を添付し具体的な説明をつけてください。
2 写真データの容量が大きい場合には、縮小をかけるなどしてから添付してください。
➂ 昨年度と重複する事例も含め、できるだけ多くの高校からのご報告をお願いします。



以上で、設問は終了です。お忙しい中、ご協力いただいたことに深く感謝申し上げます。
入力・保存した回答シートは、メール等で各都道府県の全国理事あてに送付してください。
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収入を伴う実験・実習費の調査


 


１


 


校種


 


ア


 


農業


単独校


 


 


 


イ


 


農業学科と他の学科の併設


 


 


 


ウ


 


総合学科


 


 


 


エ


 


その他


（


     


）


 


 


２


 


学校の農業関係学科の生徒数はどれくらいですか。総合学科の場合は農業科目を履修している生徒数を


記入してください。また、定員数も教えて下さい。


 




-   1  -     令和元 年度   高等学校農業教育に関する 実態 調査 について（依頼）     全国高等学校農場協会振興局     １   調査目的     この 調査 は、 全国すべての農業関係 高等学校 を対象 として 、 高等学校農業教育の現状と課題を明らかにし、 国および都道府県に対する 緊急に改善すべき具体的要望事項 の裏付けとなる 資料 を提供す るためのものです 。     ２   対   象     農業 関係 学科を設置している すべての 高等学校     ３   実施手順     お手数をおかけいた します が、 各都道府県の 全国 理事の方は、 次の手順で 各校への 配布 及び 回収・集約・提出 をお願いいた し ます。     ①   設問 および 回答 シート は全国 理事 が 全国高等学校 農場協会 ホームページ ( http://www.zenkono.jp/ )   から ダウンロードし 、 メール等 で 各 都道府県 内すべての 農業関係高校に 配布する。     ②   各校は、回答 シート のうち自校の欄 に必要事項を入力 し 、各都道府県の 全国理事 に メール等で 送付 す る 。 各都道府県内全校回収期限 ：７月 3 1 日（ 水 ）     ③   全国 理事 は、 各都道府県 内すべての農業関係高 校から寄せられたデータを 1 つの回答シートに 集約（コ ピー）して 保存し、 全国高等学校農場協会へ メール 等で 送付する。 事務局 提出 期限：８月 14 日（水 ）   （ 提出先：全国高等学校農場協会 事務局 メールアドレス   koho@nojokyokai.or.jp   ）     ４   その他     不明 の点は、全国高等学校農場協会 事務局 まで メール等で お問い合わせくだ さい 。       ＜設問 1 ＞   実験実習費に関する調査     Ⅰ   収入を伴う実験・実習費の調査   １   校種   ア   農業 単独校       イ   農業学科と他の学科の併設       ウ   総合学科       エ   その他 （       ）     ２   学校の農業関係学科の生徒数はどれくらいですか。総合学科の場合は農業科目を履修している生徒数を 記入してください。また、定員数も教えて下さい。  

